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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 7,822 △37.5 △549 ― △671 ― △890 ―
21年3月期第3四半期 12,519 ― 693 ― 391 ― △26 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △37.80 ―
21年3月期第3四半期 △1.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 17,105 5,609 30.3 220.20
21年3月期 19,050 6,544 31.7 256.74

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  5,186百万円 21年3月期  6,047百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
当社は定款において期末日を配当基準日と定めているが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定である。 
詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報に記載のとおりである。 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 2.00 6.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,800 △29.6 △470 ― △700 ― △750 ― △31.84
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他に記載のとおりである。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他に記載のとおりである。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる 
場合がある。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 23,606,573株 21年3月期  23,606,573株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  51,816株 21年3月期  51,010株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 23,554,966株 21年3月期第3四半期 23,557,153株
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 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、在庫調整の進展やアジア諸国を中心とした海外経済の改善を背

景に緩やかに回復しているものの、厳しい雇用情勢や所得環境は変わらず、設備投資や住宅投資は低調で、依然とし

て厳しい状況で推移した。 

 このような状況の中、当社グループは、グループ全社を挙げて経費節減に取り組み、コスト低減や販売費及び一般

管理費の節減を図って収益の改善に努めたが、売上高の減少とそれに伴う操業度の低下による影響を補うには至らな

かった。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、78億２千２百万円（前年同期比37.5％減）、営業損失は５億４

千９百万円（前年同期は６億９千３百万円の営業利益）、経常損失は６億７千１百万円（前年同期は３億９千１百万

円の経常利益）となり、法人税等により四半期純損失は８億９千万円（前年同期は２千６百万円の四半期純損失）と

なった。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりである。 

（断熱関連事業） 

 鉄鋼、石油化学業界等における設備投資による需要は、依然として低調であった。自動車や半導体向けの需要は、

上半期は低水準で推移したが、その後は徐々に回復しつつある。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は63

億８千４百万円（前年同期比39.4％減）となった。 

（建設関連事業） 

 ファイヤープロテクション部門では建築案件が大幅に減少した。集成材部門では新設住宅着工戸数が依然として低

迷しており、住宅用造作材の需要は減少したが、間仕切り材は拡販効果が出てきた。その結果、当第３四半期連結累

計期間の売上高は４億７千３百万円（前年同期比37.5％減）となった。 

（その他事業） 

 電子部品焼成用セッターの需要は回復しつつあるものの、自動車用軽金属補強材料の需要は大幅に減少した。土壌

改良材であるセラミックス多孔体の売上高については、ほぼ前年並みとなった。消費財部門では近隣店舗との競争や

個人消費の低迷で厳しい状況で推移した。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は９億６千４百万円（前年

同期比20.8％減）となった。 

  

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より19億４千５百万円減少し、171億５百万円とな

った。その主な原因は、受取手形及び売掛金の減少によるものである。 

 負債の部は、前連結会計年度末より10億１千万円減少し、114億９千５百万円となった。減少の主な内訳は、支払

手形及び買掛金、短期借入金の減少などである。 

 純資産の部は、前連結会計年度末より９億３千４百万円減少し、56億９百万円となった。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

１億２百万円増加し15億２百万円となった。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の増加は７億４千３百万円となった。増加の主な内訳は、減価償却費６億２千万円、売上債権

の減少額９億３千９百万円、たな卸資産の減少額２億８千万円などである。減少の主な内訳は、仕入債務の減少額４

億７千万円、税金等調整前四半期純損失６億５千８百万円などである。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は４億２千２百万円となった。減少の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出３億

６千３百万円などである。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は２億３千４百万円となった。増加の主な内訳は、長期借入れによる収入７億円などで

ある。減少の主な内訳は、長期借入金の返済による支出６億２千８百万円、短期借入金の返済による支出１億８千８

百万円などである。 

  

 平成21年10月20日に公表した連結業績予想から修正は行っていない。 

 なお、期末の１株当たり配当予想については、通期の業績見込みが明らかとなった時点で改めて公表する。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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  該当事項はない。   

  

（簡便な会計処理）  

 ① 棚卸資産の評価方法  

   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっている。 

   当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、主として、実地棚卸を省略し当第２四半期

連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法を適用している。 

 ② 固定資産の減価償却費の算定方法 

   固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分す

る方法によっている。 

   なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっている。 

 ③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

をとっている。 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、又は、一時差異等の発

生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・

プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっている。  

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額５千万円以上かつ工期12ヵ月以上の工事について

は工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用していたが、「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手し

た工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用してい

る。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はない。 

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,552 1,450

受取手形及び売掛金 3,297 4,239

商品及び製品 1,596 1,705

仕掛品 370 427

原材料及び貯蔵品 441 553

繰延税金資産 97 246

その他 228 422

貸倒引当金 △79 △79

流動資産合計 7,504 8,966

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,969 2,051

機械装置及び運搬具（純額） 2,383 2,223

土地 2,266 2,265

その他（純額） 303 836

有形固定資産合計 6,922 7,376

無形固定資産   

のれん 555 635

その他 119 130

無形固定資産合計 675 766

投資その他の資産   

投資有価証券 801 647

繰延税金資産 719 848

その他 542 535

貸倒引当金 △60 △89

投資その他の資産合計 2,003 1,941

固定資産合計 9,600 10,083

資産合計 17,105 19,050
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,072 1,547

短期借入金 6,291 6,596

未払法人税等 58 104

賞与引当金 84 200

その他 532 763

流動負債合計 8,038 9,212

固定負債   

長期借入金 2,277 2,094

退職給付引当金 902 893

その他の引当金 49 40

その他 228 264

固定負債合計 3,457 3,294

負債合計 11,495 12,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,532 2,532

利益剰余金 △38 906

自己株式 △10 △10

株主資本合計 5,679 6,624

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 38 △36

土地再評価差額金 39 39

為替換算調整勘定 △569 △580

評価・換算差額等合計 △492 △577

少数株主持分 422 496

純資産合計 5,609 6,544

負債純資産合計 17,105 19,050
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 12,519 7,822

売上原価 9,034 6,074

売上総利益 3,484 1,748

販売費及び一般管理費 2,790 2,298

営業利益又は営業損失（△） 693 △549

営業外収益   

受取利息 9 2

受取配当金 9 4

持分法による投資利益 58 50

為替差益 － 11

その他 34 75

営業外収益合計 111 144

営業外費用   

支払利息 146 129

為替差損 153 －

租税公課 － 29

その他 114 107

営業外費用合計 413 266

経常利益又は経常損失（△） 391 △671

特別利益   

貸倒引当金戻入額 5 19

固定資産受贈益 － 13

特別利益合計 5 33

特別損失   

固定資産除却損 9 15

投資有価証券評価損 148 －

為替差損 115 －

事業構造改善費用 44 －

販売用不動産評価損 19 －

貸倒引当金繰入額 4 －

その他 － 3

特別損失合計 343 19

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

54 △658

法人税、住民税及び事業税 178 26

法人税等調整額 △157 222

法人税等還付税額 － △6

法人税等合計 21 242

少数株主利益又は少数株主損失（△） 59 △9

四半期純損失（△） △26 △890
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

54 △658

減価償却費 576 620

のれん償却額 79 79

引当金の増減額（△は減少） △123 △123

受取利息及び受取配当金 △18 △7

支払利息 146 129

為替差損益（△は益） 125 △0

持分法による投資損益（△は益） △58 △50

投資有価証券評価損益（△は益） 148 －

売上債権の増減額（△は増加） 18 939

たな卸資産の増減額（△は増加） △629 280

仕入債務の増減額（△は減少） △6 △470

その他 △121 4

小計 193 743

利息及び配当金の受取額 45 32

利息の支払額 △126 △117

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △472 84

営業活動によるキャッシュ・フロー △359 743

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △248 △45

定期預金の払戻による収入 294 45

有形固定資産の取得による支出 △458 △363

その他 7 △58

投資活動によるキャッシュ・フロー △405 △422

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,799 △188

長期借入れによる収入 200 700

長期借入金の返済による支出 △607 △628

配当金の支払額 △162 △47

少数株主への配当金の支払額 △86 △68

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,141 △234

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25 15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 351 102

現金及び現金同等物の期首残高 1,665 1,400

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,016 1,502
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 該当事項はない。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 事業区分は売上集計及び内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業の主な製品 

(1）断熱関連事業：セラミックファイバー、耐火断熱れんが、炉工事等 

(2）建設関連事業：鉄骨耐火被覆材料、集成材等 

(3）その他事業 ：セラミックス多孔体、軽金属補強材料、IT関連設備用部品、住宅用燃焼機器、石油製品等

３ 第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業

利益が「断熱関連事業」で４百万円減少している。 

４ 第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更している。この変更に伴い、従来の方法によった

場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益が「断熱関連事業」で29百万円、「その他事業」で２百

万円減少している。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分は売上集計及び内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業の主な製品 

(1）断熱関連事業：セラミックファイバー、耐火断熱れんが、炉工事等 

(2）建設関連事業：ファイヤープロテクション材料、集成材等 

(3）その他事業 ：セラミックス多孔体、軽金属補強材料、IT関連設備用部品、住宅用燃焼機器、石油製品等

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
断熱関連 
事業 

（百万円） 

建設関連 
事業 

（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  10,542  758  1,218  12,519  －  12,519

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 1  －  50  52 (52)  －

計  10,544  758  1,268  12,571 (52)  12,519

営業利益又は営業損失（△）  778  △62  △34  681  12  693

  
断熱関連 
事業 

（百万円） 

建設関連 
事業 

（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  6,384  473  964  7,822  －  7,822

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  32  32 (32)  －

計  6,384  473  997  7,855 (32)  7,822

営業利益又は営業損失（△）  △512  8  △58  △562  12  △549
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分している。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりである。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：本邦、アジア以外の地域 

３ 第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業

利益が「日本」で４百万円減少している。 

４ 第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更している。この変更に伴い、従来の方法によった

場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益が「日本」で32百万円減少している。  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分している。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりである。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：本邦、アジア以外の地域  

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  8,758  2,799  960  12,519  －  12,519

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 562  2,492  －  3,054 (3,054)  －

計  9,321  5,291  960  15,574 (3,054)  12,519

営 業 利 益  216  397  57  671  22  693

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
その他 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  6,168  1,310  343  7,822  －  7,822

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 292  1,229  －  1,522 (1,522)  －

計  6,461  2,539  343  9,344 (1,522)  7,822

営業利益又は営業損失（△）  △460  △156  8  △609  59  △549
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分している。 

２ 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりである。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分している。 

２ 各区分に属する主な国又は地域は次のとおりである。 

アジア：マレーシア、シンガポール、台湾、中国、韓国 

その他：ドイツ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。  

  

 該当事項はない。 

  

〔海外売上高〕

  アジア その他 計 

(1）海外売上高（百万円）  2,547  1,702  4,250

(2）連結売上高（百万円）  －  －  12,519

(3）連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  20.3  13.6  33.9

  アジア その他 計 

(1）海外売上高（百万円）  1,362  420  1,783

(2）連結売上高（百万円）  －  －  7,822

(3）連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  17.4  5.4  22.8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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